第２６回第６部会（文化スポーツ教育）概要
日時　平成21年6月25日(木)午後６時００分～)午後７時３０分
場所　市役所　２階　第１委員会室

出席者　平田誠治、前野利一、小林寛、合田美津子、竹原一昭
◇第２６回運営委員会報告

　　＊事務局からの依頼事項→議事録の簡素化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部会議事録は部会で作成→事務局→ホームページ掲載

　　＊自治推進委員会組織の再検討について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第１部会から上程される

◇今後テーマ設定について

　　前回の部会で部会長から提案したテーマの持ち寄りについて

　　持ち寄りのテーマはありませんでした。
　　

◇フリートーキング

　　今後の部会活性化を促進する為には…

　●市民自治推進委員になった理由について
　　＊過去に老人大学・ときめき大学に参加、また道が開催の同種大学にも参加したことから、この講座を含め生涯学習に対し自分の考えを反映させる場として参加した。

　　＊現在参加しているサークル活動をさらに有意義なものにするため市民ニーズなどを知りたいと考え参加した。何かをやりたいという事よりも様々な社会の動きを知りたい気持ちが強い。
　　＊市民活動で自分の出来る事をやって見たい。

　　＊自分の意見を公的な場で発表しておきたい。自分の意見が市民にどのような形で評価されるか。

　　

　●市民自治推進委員会の現況についての感想

　　＊現在の様な状態では何をやっているのか解からなくなる事がある。

　　＊ただ集まって話をするだけで自分が何をすれば良いのか解からなくなって来た。
　　＊部会数６つは多い、統合できないのか、もう少しわいわいがやがやと議論ができる
＊入会当初とのズレを感じる

●今後どうすれば良いか
　　＊現在の状況に危機感を持っている

＊自治推進委員会は何かをやると言う場では無く市民の自治に対する意識改革の場である。何か事業をやらなければとか、行政の業務を断片的に検討する場では無い。

　　＊このままでは委員会そのものの存在意義がなくなってしまう。折角立ち上げた制度、組織が機能しなくなったら、ふたたび立ち上げる事はできない。

　　＊3年間の経緯を振り返り、組織の有効な運用を再構築しなければならない。脆弱でぐらついた土台に建物は立たない、まずはしっかりした基礎づくりを出発点に戻って作るべきだ。

　＊内容については「検討部会」を立ち上げそこで話し合いをしていく。

　＊強い信念がある方に変わらなければ新しい活動には入って行けないのではないか。

　　＊小さなことでも継続する事が成果を生むことになるのでないか。現在、社会福祉協議会で実践している“きずな”の活動が実例としてある。
＊基本条例は読んだがハードルが高いし理念は遠い。自らが主体となって理解して行くこと。
　　＊条例は誰が作ったのか興味があった、従来のものとは違うものを感じた。
＊安易な理解、不審を口に出していくことができるかどうかが課題になる。
　
●結論

　　　まちちづくり基本条例、その運営組織である自治推進委員会を基本から学習する場を作ることが必要と考える。

　　　市民の意識改革、啓発の場として当面、学習を中心とした位置付けで活動をして行くべき。
　　次回部会開催日は　　　7月２３日（木）　　　市役所２階　第１委員会室
